
 

 

 

 

令和 6年度がスタートし、1 ヶ月少しが経過しました。これまでの日々を振り返ってみましょう。 

認証式・新旧交代式 4月 15日（月）に前期生徒会

役員・学級役員の認証式、新旧の生徒会役員の交代セレモニー

が行われました。新たに学校、学級の代表となった人たちのやる

気にみなぎる返事が体育館に響きました。特に 1年生は元気が

あり、中学に入り意欲的に学級や学年をまとめていこうという決

意を感じることが出来ました。実際に、数日後に学年目標を決め

る学活の様子を見させてもらいましたが、級長を中心に会を進

め、また、その級長の進行に精一杯協力しようとする学級の姿が

見られ、とってもいい雰囲気を感じさせてもらいました。 

 認証式のあとには、新旧生徒会役員の交代セレモニーが行わ

れました。後期の生徒会役員であった人たちがこれまでの活動を振り返るとともに、新たに役員と

なった人たちへの期待が伝えられました。放課後には新生徒会役員が校長室を訪れてくれました。

とかく生徒会役員は体育祭や文化祭といった行事の運営にとらわれがちです。本来、生徒会役員

は学校の核となり、どんな学校にしていきたいのか、どうすればよりよい学校になるのかを考え、発

信し、実行していくことが大きな役割であると思います。昨年の経験を生かし、仲間や先生達と協

働して、今以上にすてきな学校にしていってくれることを期待しています。 

交通安全教室 4月 25日（木）には 1年生を対象に交

通安全教室を実施しました。毎朝、学校前の交差点で交通指導

をしていると、この時期は１年生の自転車の乗り方がたいへん心

配です。これまでよりも少し大きくなった自転車に乗り、ふらふらと

しながらやってくる人も少なくありません。また、学校前は小学生

の登校、先生や保護者のみなさんの車の往来と重なり、渋滞にな

ります。また、橋北中学校の校区には大きな道路や踏切が多数有

り、自動車や歩行者の通行量は非常に多くあります。そんな中で

自身が被害者にも加害者にもならないため、安全で正しい自転

車の乗り方を映像による学習と実際にグラウンドで自転車に乗っ

ての指導を受けました。この授業で学んだことを決して他人事として考えるのではなく、自分や他の

人の命を大切にした行動をしてください。 
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保護者のみなさまへ これまでもお願いしておりますが、赤十字血液センターから橋北中学校へ入る路地は

児童生徒の登校時間である朝７時３０分から８時３０分まで通行できませんのでご注意ください。 

http://www.mie-c.ed.jp/jtkyoh/htm/kousyou.html


   とはいうものの、行事や体験学習を行っているだけで、そのような力がつくわけではありません。

日頃の授業を大切にし、家庭で学習する習慣を身につけて、勉強に対して前向きに取り組んで 

こそ、力はついていきます。そのことは忘れないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生修学旅行 

 ５月２６日（日）から２８日（火）の２泊３日で

３年生の修学旅行を実施します。橋北中学校

はこれまで沖縄での平和学習を中心に修学

旅行を行っていましたが、行程を決定する段

階で、新型コロナウイルス感染症の影響があ

り、広島を中心とした行程となりました。広島

で平和資料館の見学や被爆体験者のお話を

聞き、平和の大切さ、命の尊さを考えるととも

に、今後の社会に自分がどのように関わって

いくかを考える機会にして欲しいと思っていま

す。ウクライナやイスラエルでは今も戦争が行

われています。ひとたび、この平和が崩れてし

まったら私たちの日常はまったく別のものにな

ります。それはコロナ禍でみなさんも経験した

ことです。当たり前のように行われてきたこと

が一変し、街からは人通りが消えました。友だ

ちと話すことさえ控えなければなりませんでし

た。広島で学ぶことを決して遠い過去のことと

とらえるのではなく、もしこのことが自分の身に

起こったらと自分事として考え、世界の平和を

確立するための熱意と仲間と協力する態度を

身につけてください。

修学旅行を通して、気

づき・考え・行動でき

る人に一歩近づいてく

ださい。 

２年生職場体験学習 

 ２年生で実施している

職場体験学習の形が

今年、大きく変わりま

す。すでに２年生のみな

さんは聞いていることですが、働くことの体験

を農業実習で行います。予測困難といわれる

未来を生きていく私たちは「将来の社会の在

り方を自分ごととして考え、自分は社会にどう

関わるべきなのか」目標を持ち、よりよい未来

を創るために変革を呼び起こす力が必要とさ

れています。指導をしてくださる方は、白山地

域を持続可能な町にしていきたいという思い

から、三重大学の学生と協働し活動を行って

いる方です。社会、地域のために未来を切り拓

こうとしている方から学ぶことによって、これま

でのキャリア学習に加え、これからを生きてい

くみなさんに求められている力を育んで欲しい

と考えています。また、これまでは２，３人の少

人数で活動を行っていましたが、今回は学級

単位で活動を行います。仲間と共に協働し、集

団の力で課題を解決し、お互いの力を高め合

って欲しいと願っています。また、この学習は農

業実習だけでなく、地域の職業人との出会い

学習や三重大学での授業体験へつなげ、さら

に来年の修学旅行での探究的な学習へと発

展させていきます。 

うれしいお話をいただきました 
地域の方から橋北中学校の生徒があいさつをしてくれるのでとっても気持ちがいい

というお話をいただきました。始業式でもお話をしましたが、それ以降、また別の方
からもお聞きしました。お二人からのお話ではありますが、多くの人が地域の方にこ
うしてあいさつを交わしていることが、わざわざ学校へお伝えいただくことにつなが
ったのだと思います。実は同じことを私も感じていて、朝、車を停めて玄関まで歩い
ていると朝練に来た人たちが気持ちのいいあいさつを交わしてくれます。中には立ち
止まってお辞儀をしてくれる人もおり、気分よく一日が始まります。きっと地域の方
もみなさんの「おはようございます」の一言で明るい気持ちになられたのじゃないで
しょうか。こうしてあいさつができたり、車で止まってもらったときにお辞儀ができ
たりするといいですよね。 


